
甲 C 第 1 6 号証

ダ
>

. 税 式第 8 号 〈 列 訴 第 198 楽 ) _ - ーー

供 _ 述 調 書
本 侍神奈還還還還還還還較

本 -」

職業 会 社 役 遇 (大川 原作エ機株式 会 社 )
氏 名 次放 原 正明 SS か わら まきあき )

っ 1 . 昭 2.4 年 5 月 1 4 昔 全 (70 基 )
] 則の者 た装 す る電球記び外人件につき 、 准和元 年 1
9 月 28 月 、入間和和人 氷おいて 、 本答 は 、 あ ちか
] じゅ村朱 者対し、のに反しで伯半を する 上球 が な 店 を千 で]

ョ ER ろ 、 往次容のと お り 伯玉 し た。 1 FE
ニー たくないとせわなくて よいきん かる押を時て寺しま 、

した 。

本 月 は 、 OTNHTESRTSYTTTET すると
「) | 旭っ た当社 製の忠夫器選つ いてお 話します。

ーー ] 中電 泊 が内対生に 狂 加され る こと にたついては 、 規 前重か ら
部 下 で当時析外 営業 部 長を務め ていた 鳥 田原 司かち腔時 報告 受けでいま し
た。・

規 机 の 内 容について は 、 何 度 か 鳥因か ら 報 告 を 受けて いま したが 、 静抽 前 |
のある時、 詳じい時 次 は 思ひ 出せませ んが 、 朗田が 「 経 彰 省 の作っ た筆 文 で

す。」 と 言って 、 経 済産業 省 が作成 した路 名 器 の輸出 規 創文を社長
にいた 私 の と ころまで 持って きま し た 。

等 益応

ーー ュ
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(供述 笛者等継続用導 )

- 私としては、今回の 規制 趣旨 が生物 兵器 製造可能な 噴 唆 乾燥 器の不 拡散 だ
っ たこと か ら対象 回 は、おそら く

細胞 毒性のある 抗 が ん剤 の よう な 高生 理活性剤 を 製造で きる レベ

ルド牧計 された一 の直人舟 のみだろう 」

と 思っ ていま した 。
と ころが 、 島田から 史 せられた輸出提案 丈 だはイ 、 ロ、ハ と いう 8 つの

要御が あり まし たが、線 謗計 と いう 5 よらな層定航 な 克計 等で は な かっ た た |
め、乱は、 この内 容 では 、 解 紀 次第で 当社 の弄有乾燥 器 のうち

定型柳 であればノズル専用 橋で ある R シ リ ーズや N シ リーズー

他の定機や生産 機であっ て も出荷叶に 2 湾体ノズル誰載され ト

でいて 、- 机御回 路 が ノメカ仕様に セッ にいろ Se 半 ,
な ら ば 誠当 する可能 竹が ある と思い ました 。

鳥 用 か ら 見 せ ちれた輸 規 製 委 区は、 島田 宛 に 経済 産業 省 か ら 送 ち れ てき |
た もので す半、そ の内出現楽 文 を 見せていただけた ら よ り肌体 的 にお 話 で |
きます。

] この時ポ 験は 、 平 成 3.0 年 1 9 月 7 日 付け当課法人 上 員近 部 計
] 作成の 「軸 力容果 寺 環 (本 往第 4 9 4 号メ さか) 』 源 付きされた 資料の |
] 必要 部 分 を視 挨 者公示 し 、 説明を 受け た 後、資料 1 と して本調書末尾に 漆 付す

ることともした。

資料 1 の 1 枚 肝 上 部に

Sebdeet : 箇 吉失 の 輸出 規 抽に 係る牙 省 令 案について

Re: L_ IE し
Date :2042/12719 』 相 :35

警 委 半
is



(代入 調書等継続用紙 )

大川原化工 機 株式会 社

. 鍋田光多聞 長大
お世暫 になっ て 殖 り ます 。

還 と RG
・ 等 と記載が あり、メ ール文四 瑞痢分

久 付 フ ァイルの とおり 当方が作成した 英和 ・
下着令等貧とたついては、 | 2

1 のデキスト こさ) をあ る 寺本に彰した もの ・
] 等と 戦がある とお り 、 Ss メー

2.012 年 C 成 24 年 . 12 月 19 昌
に 租 導業 才 の新欄 とい 5 牧員から 当社 人還 や当時務で あった 時吉夫
に 、ながられてや
内容対する 意見 を 求 め られ ているこ と が分かり ます。
たいい ES

ト」は、 取が区 あて婦 帯 し で] 目 にした呆間名閉の 輸出導 内 広で す。
| 2 介灯 1 の 8 枚 目 の身

6 。 Spray-drying Bquipment

- Spray dry3ng equipment oapable of drying tozims or

athogente mtoroorgantsms having a11 of tbe fo11owing

cbaracteristtcs:

と 前村を 示す英 交の記載が あり まし たが 、 昌本 文 では 、 中天痢分の 「攻 |
填信親玉



( 父迷調書 等 継続用 区)

令委 ※ 飼 物 を 指定輸出 令 3 の 2 (2) 6」 で 示し て いる と おり 、 単に

踊肝閉燥機

と記載されていたのです。

英文を翻恥すれば 「 替素や靖 原 性を持つ欠生 物 を間 操 できる と いう 特徴を
持つ噴唆載燥器】で ある と ころ、晶 本文 の 輸田現制代 文 た 反映きれ ていま .、

せんでした。

私は、こ れ を見た時

美丈 のとおち守を電放 する ことができる 特大仁欄の 部 分 が反 |
映きれず、単に id なれば、 き社着とな
る可能性がある

に和人間に次 き せるべき だ
と 思いました 。 |
次に、 + イ 」 の要件については
お Co 中
匂式燥問が該当する要件 だ

| と想いました。

Tp」 の要笠に つい ては 。

ら 流体 ノ ベルを持つ玉夫乾召器

と規定されていたので、 生物 兵器に 転用可能な機械の 不 拡散 と いう 趣 周 反 ]

とて

最 子用部品 製造頁けの噴霧 乾燥 器等も 該当 に な る要件になっでい 」

る

と 思い ま し た 。

警捉 記



イートト

"この 輸出 規制 案 文 を見た 平成 2 4 年 当時は、 当 社 が 開発した 1 0 マイ クロ

- メー トル以下の 粉 体を安定して 製造 で きるツイ ンジ ェ ッ トノ ズルと い 5 2 流
|. 体 アミルを る 光電池部 料 製 造向けと し て 営業に 状んで 伸ばしていこ うと して

いた時 期 でした 。

最約 に輸出玉が 開始される尋 階では 「2 流体 アメルを 持つ」と いう 表 |
. 件 は 削除きれ ました が、 生出下角の交を見た 時 は当社 が まき に祥ば し て い -

こう と している分 野が規制 対象に な っている こに と に 虚を 突かれた と 共に、 な
- ぜ 2 流体 クズ ルを限定するのか と 捉 間に 皿 い ま した。

この当時は島田も 、ツインジェット ノ ズルを 抱えで 営業に 飛び回って いた 」

YU のと 科せよう に 「ら の時人 を て和い たといま
でと の要件については、

1 拓六」 や 1 rm RR の ROM
たをめ 、 舞駅にまっては規制和囲が 広 赤 る ど 思 ) ま した。
また、英 文の fn situ] が 1 基し た状 HE

。 が 気に なりました。
し

-『 定岬し た 状態 」では

「位置 」と 解 包 さ れる 可能性

浴 あ り 、 定位 置と所 えた規合、 ERR
れば 何 を . し で も よい と解釈され かねな い と 思っを か ら です。

Tin situ」 を 「分解せずだ 」. と和訳すれ は 日 本語と し て も 分か りやすく 、
- その現か ら動がし て や いけ ないし 、 分 解したり 触れ て も いけ な いと いちりこ と

が明准だ と思いまし た 。

よって、 でと の表御は 「ja sitaj を 「分解せずに 」 と 作令 案に反映 させ |
嘆視 店



( 捧 攻調革等 継続用弥 )

る べき だと思い まし た 。

いずれ に しましてもゃ 、 還出規制 の で、ロ 、 ハ の要件はそれ ぞ れがかな り 広

い規 制 とな る文言なっていたため、 当 社 の定型機 の中で も 該当する可能 任

・ が ある と 思い ました。・

9 特に 私 が 該当する可能 性 がある と 思っ た当社 の斑朋乾 召 器たついて 具体 的

とお話します。

今 お 話したよう に輸出 直制 案 広のイ、 ロ 、 ハの要件ではか な り規補 絡 閉 が
。 広がる と 思い まし た が 、 当 社の噴費 器 全てが 該当する と は 思いませんで

し

それは 逝の要伴 と してで間 計 きれて いる 以上、 要件 1 つ 1 つがみな ぐ と も殺 」
"ちか の揚 約があるだろううと 思った か ら です 。

た だ、 人 が つい た と し て も当時
定江 格で あれ ばノ用押 である R シリ ーズ WW" ーズ

他の定型や生換であっ て出准時に 2 六休ノ ズルが搭載され
ていて、 全員が ノズル仁 欄 に セッ ドア ッ プさ れている検

は琶 当するの では な いか と思いました 。

「 イ 」 の要件人は 入り 中 混 度 を調節すれ民時間あたり の水発 量を 0.
4 キロ グラ ム 以上 4 0 0 キログラ ム 以下に すること が可能 ですので 該当しま 」

す 。

「p」 の要件 は 、 当 社 の定型楠 の 中 ではノズル専用機 である R シ リーズ、 N |
シリサーズや他の定了機、 生産機であっ て も 出荷 時 に 2 流体ノズルが拉江 され

ていて 、 制御 回 路がノズル仕様セ セット ア ッ プされている 機種であれば 1 0
合 視 訂



-( 備 述導半等 継続用紙 )

マイ クロ メー トル以下 の 製品を 製造できる ため 該当し ます 。

「ハ」 の要件 は 「 定 居 し た 状態 」を 「そ の 揚 から 動かさずに」 と解 志して
、 「 役 莉 」 才流 等が限定されていない 以 上、 吉負下や朱洒交 等どの よう
な錠前 方 法でも含むので 、 朋曽すること が でき 、 該 当 すること に な り ます 。

よっ て 、 衝往人 田 か見せられた規制 案 広見た時、この内 容だと 、
解和次第 では、 少なく と も 当社の噴胃 間 器のうち定型 弱 のノズル専用 機 で
ある R シ リーズ 、N シ サー ズや他の定型 機、 生産機 でもっ て も 出 蒼時に 2 流休
ノズル搭載きれ ていて 、 制御回路がノズル仕様にセッ ネト ア ッ プ されている
機 竹で あれ は 生出規 柚に 該当する 可能 性 が あ る と思いました 。

| にの時本職 は 、 平成 49 年 9 月 21 日付け当主 人 「出
カ条報 告書 (大 川原化工 機 式 会 社ホームペー ジ ) 」 だ 茶 付された資料

| 2 分を朱者 に 示し、 説明を 受けた 後 、商 拉 2 として本再 尾に錠 人 |
1 するとととした。

今更 せていた だいたの 当社 の ホームページ に抽 さ んでいる 当社 製甘 |
喜者のライ ンナ ッ プで す 。
規人 制 前に輸出 規 押 に玉 当 する可能 性がある と 皿 っ た 機 組 として 話していた |

定型機で あれば ノズル専用 機である R シ リーズ %N シ リーズ

と いう の は資料 2 の 左端に 記載されて いる

ー ツイ ンジェッ ターBL シ リーズ

ツイ ンジェ ッ ター 叱シリーズ

のことです。

なお、 資 料 の ツイシンジェ ッ タ ーRL シ リーズ の ・

- 仕様 机の錦化 方 式 (ノズル ) 杉

等台
ー 7



( 括油半等 雄 続 用紙 )

には本来ツ インジェ ッ タ ーRL シ リーズはノズル 機 療ので

がついていな ければな り ません。

] 4 これまで規制該当する の は高生理活性 剤 を 製造できる レベル に特殊設 針

された量秀電可 器だけ と 思って いた と お生 してきま したが 、 規 製前に 解に 」
よっ て は 、 少なく と も 当社の 胡 名 器 の うち定工 のノズル 専用 機でお る 」

-R シ リーズ 、N シ サーズ や他の定型 機 、生 産機 で あっ て も出荷 時 2 流体ノズ 」

ルが 箕 載されでいて、 間際が ノズル住 疹 セットアップされて いる失和 |
について は寺泊 する骨格 が ある と朋っ たのは天 で す。
今まで は

時、 角に よら ては当る聞かある と 屋 っただけ で 、 明
人に時当 す る 2LESS とを半生すべき 人 は ない と時

... イジ
| ので進んではっ きう に艇 し しでて いま せんでした。

万 2
1 が と う てを り然角 ou ぶい民をと、 天

| か ... 経う 97K、 ェ ュンヤンいい ナダ EK4
と どか に族 を學 外 て ,

前 財 区
42 和 PA 絆 - 導
人人 本

っ 9 湖ほに
馬癌宇和

警視
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Subjec 2 ついて
From:|Deter 2012/12/19 11:35 -
{o: 全生還国還還還同軸
は

. 大川原化工株式会社
島田 海堂 業部長 虎

お世押にな っ て お り ます。
ニーントトレニュ よこ ご季 洲 してり ます 。是より 相 設 させて頂いた 和則
5 だきれた直人 人について、和 ご人があり和を

・ しており

メールにてお知らせした ay
にに 噴到才女 携 の所 抽 が 合意されまし [| |

に おける 規制は、国了法的 には 紳士 協定 のた本にお
て輸出 管理の規制 品目とする 場合 に は、 政令 ( 和出易管理は
内人骨 1 及び外国 欠人別

人は人 を定める次人 (通称: 省令 )) に

ましては 、間の内と して 秋大きい和 和に初案として
付ウ ァイル のとお り当 方 が作成した 政省令 等 改正 案をご 確認 項き、っ
あるはか (に ので 来ない等

短所もing to) に 信和 に imicroorganitsme
活 制護上、このような区 をし定し て も、

0-8901 東京 寺代国放 門 が 関 + 丁 目 3 特 1 号エー た 易 管理部 .
全 保 障錦易 管理課 四 易 国際室

Originel Message 一一



.SerE SaV, ロ が _
To

SuhjeoE 吉 生 に

大川原化 エ機工社
、 島電海外営業宮長 殿
各 層 、

大変お世話にかっ ており ます 。
【、いトトトトレル イト いっ 。

| てける旧衣失の規制につい ていろいろと御旧 基き
り が と う ございました。

日せで還計のがめ (NB
注 り 9 され ましたのでお 知ら せ し ます 。 」

更新はされてお り ま せんが 、 MT の 還 のホームバ ジニ ーー
規和が公 妥 きれる也 定 です 。

目とするには
間 がか か

提示して人いた御上念 (分 発量の解駅 、 絡 子 税の
方 法の解釈 等 ) について ) 令 等 MA 喘 .

LN く 所 存です p : 中 :

者 傘改 正の際には 、理度、哲上を拓代すでモス
れませんが、その | 条 で ほどよろ し くお願い到

jo 東京 都 人 6 四半 -計り力 局宮NT

噴 唆 乾燥 機 政 省令 .doc , , . ... お店



・ の規制テキスト
Sprey- -drying uipaent . -

.」 Spray drying eqU3Dn0ent capable of drying toxins or pathogemic
microoreansmehaving al1 of the folowing Characteristics:

8 WaterT evaporati0n caDacity of>0:4 kg/h and <に 400 kg/h
。 the ability to generate g 《yDiCal mean prodact parHcle size Of S10 -

maicrometers with existing fittings or by minimaml mnodification of the
ray-dryer with atomization nozzles epabling gcneration of the required
jicle size: and - - . 、

ble. of being sterihized or disinfected in situ.

ト HE の昌し く人 9
上の

きる ものをする = と がで
し イベ ルムたに や (に さだ ベー トニルレ 和 トトや っ 人

: 肖 座胡び 出 員度に か か わり な くっ 1 時間 に つき最大
い

an
e

均聞子 経 + レー ザー 争 析 に より 測定 したも の を いう ・
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